














The contents of childcare (health) is indispensable to education, for training courses for early childfood educators in 
university and junior colleges. This study is clearly how to lecture on University and. Junior college for childhood. Ac-
cording to analyze the syllabus of contents of lectures, be tried to organize deta of effective in achieving the educational 
goals and issues.
Analized lectures curriculum and gathered data through the syllabus in 2016, the results showed relationships be-
tween the consider the two as one and the same things. It was sure that it was different from lecture names and times of 
lectures, acheivements of understanding to shotage lack of lecture time.
Keywords: contents of nursury,   Courses of study for kindergarden,   the action of nursery activities school (a day-care 
center,   training courses for early childfood educator
保育者養成校における講義のシラバス分析とその課題に関する考察
─「保育内容（健康）」を中心に─
The study of analyzing syllabus of contents of childcare (health) for training courses 
for early childhood educators in university and junior colleges
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また岡野聡子・田中卓也「保育内容『環境』の教授内容におけるシラバス分析の試み─ SPSS Text Analytics 











































































単位となっている。授業回数 15回（半期科目）のみ 2単位科目としている大学・短期大学は 75校（68.1％），
授業回数 30回（通年科目）で 2単位科目としている大学・短期大学は 20校（18.1％），授業回数 30回（講





























































































1回から第 5回のむしろ前半の講義で行われることが多いが，15校中の 9校では第 12回から第 13回で行わ
れていることが多い。講義で使用するテキストの関係もあるのであろうか。その詳細は不明である。健康の
変遷に関連し，「わが国保育の父」として称される倉橋惣三の幼児教育論を取り上げる講義も存在した。保
育者誘導的存在として幼児に関わり，幼児自らが興味や関心を示しながら習得していくといわれる，「誘導
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保育論」との関連があるかもしれない。歴史という内容であるが，保育内容健康の歴史をしっかり習得する
ことは基礎的知識の習得であるとの判断であると考えられる。
他にも「教育課程の意義」，「自律神経の働きと体温」，「乳幼児のかかりやすい病気への対応」，「伝承あそ
びの意義」等の用語も使用されている。保育内容の講義というよりも，高等学校で学ぶ「保健体育」の内容
に近い印象を受ける。「保育内容健康」の定義について，大森宏一の研究（大森，2017）がある。大森はこ
の論文において，「幼稚園教育要領」の文章を引き出し「健康な心と体を育て，自ら健康で安全な生活をつ
くり出す力を養う」とあるが，「健康な心と体」はすでに健康の意味を示しているので，明瞭ではない」と
指摘している。すなわち「健康」という意味が曖昧であることを述べている。病気や障害という言葉とは別
に保育内容において取り組まなければならないことである。「健康，安全な生活に必要な習慣や態度を身に
つける」という文言においても健康という表記はあるが，これは病気にならないように注意するということ
に読み取れる。
４　まとめと今後の課題
 田中　卓也
関東地方に存在する四年制大学および短期大学における保育者養成課程科目「保育内容（健康）」の授業
内容から，主として扱われている内容は，「幼稚園教育要領」や「保育所保育指針」のねらいに見られるよ
うに，「健康な心と体を育て，自ら健康で安全な生活をつくり出す力を養う」ことで，（1）明るく伸び伸び
と行動し，充実感を味わう（2）自分の身体を十分に動かし，進んで運動しようとする（3）健康，安全な生
活に必要な習慣や態度を身につける」ことであり，健康な身体づくりと生活が目指されている。また「内容」
については，（1）先生や友達と触れ合い，安定感をもって行動する。（2）いろいろな遊びのなかで十分に体
を動かす。（3）進んで戸外で遊ぶ。（4）様々な活動に親しみ，楽しんで取り組む。（5）先生や友達と食べる
ことを楽しむ。（6）健康な生活のリズムを身に付ける。（7）身の回りを清潔にし，衣服の着脱，食事，排泄
などの生活に必要な活動を自分でする。（8）幼稚園における生活の仕方を知り，自分達で生活の場を整えな
がら見通しをもって行動する。（9）自分の健康に関心をもち，病気の予防などに必要な活動を進んで行う。（10）
危険な場所，危険な遊び方，災害時などの行動の仕方が分かり，安全に気を付けて行動する，となっており，
幼稚園や保育園を中心とした人間関係（子ども，保護者，保育者）について教えられる機会が多い。ほぼこ
こに取り上げた内容がシラバスに明記されている。
しかしながらいくつかの問題点も存在する。「災害時の行動」については，最近の子どもらを取り巻く環
境を考えると大型地震，津波，火災，水害などの危険性が迫ってきている。大切な内容であるにもかからず，
11校（10％）の表記に止まっている。昨今では「東京都防災ホームページ」（bousai.metro.tokyo.jp）の「キッ
ズ向け防災」のように幼児，児童向け防災知識やマナー，エチケットのようなものが公表されている。また
「幼児向け防止教育用カードゲーム」なども登場している。幼児・児童が楽しく身体を動かして遊びながら，
災害や日常の危険に備えることを学んだり，地震や津波，台風などの自然災害のみならず，交通事故や火災，
ふだんの生活習慣にいたるまで取り上げられており，生活の一環として取リあげることができる。
幼児期にこのような防災意識を備えることで，幼児教育とこれからはじまる小学校教育のなめらかな接続
にもつながっていくものである。今後は「保育内容（健康）」のカリキュラムの内容を追究していきながら，
新たなカリキュラムのモデルを提示する必要があると考える。
さらに「保育内容（健康）」の講義の担当者に直接お会いすることで，授業内容を確認し，実際の授業を
観察する方法が必要である。シラバスはあくまでも限られた時数によって，授業内容を紹介した資料である
ため，詳細なものにはならない。なお講義で使用するテキストや講義の担当者の専門性との関連についても
詳しく研究しなければならないであろう。今後はさらに保育者養成に必要な「保育内容（健康）」の講義の
共栄大学教育学部研究紀要　第 2号（2018）
─ 8─
在り方についても追究していく必要がある。
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